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であった （Sato A, et al, 2015） との報告、外来通
院高齢患者の 38.7％に下肢浮腫がみられた （深
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変性を起こしている可能性が示唆され （佐藤ら , 
2016）、浮腫組織は細菌感染の発症を起こしや
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2）下肢浮腫の評価方法
　【下肢浮腫の評価方法】では、下肢浮腫の有
無、状態は皮膚の状態 （圧迫） で把握 （坂東ら , 
2015）、下肢浮腫程度の把握は下肢周囲径で把
握 （北村ら , 2012; 北村ら , 2014）、下肢浮腫の
程度は AFTD-Pitting テストを用いて深沢変法で
評価 （佐藤ら , 2016）、AFTD-Pitting テストは
浮腫有病率調査に有効な方法である （Dai et al, 
2015）、一般的には脛骨前面の末梢側 1/3 付近、
あるいは足背を母指で 10 秒程度圧迫する圧痕テ
スト （pitting-test） が用いられる （佐藤 , 2017）、
AFTD-Pitting テストは浮腫有病率調査において
有効な方法である （佐藤 , 2017）、深沢変法は、
浮腫の変化を経時的に評価することも可能であ











た （深沢ら , 2013）、長期療養施設入所中の高齢
者は浮腫保有率が 66.1％であり、浮腫保有部位
の 88.2％が下肢に分布する （Sato et al, 2015）、
緩和ケア領域の進行がん患者の浮腫保有率は



























の影響による浮腫もある （佐藤 , 2017）、高齢者
は組織や臓器の加齢変化に伴い、浮腫を形成し
やすい状態にある （鳥羽 , 2006）、高齢者に下肢
の浮腫はよくみられ、最もありふれた病態は、


















　Rodgers の 概 念 分 析 の 手 法 （ 濱 田 , 2017; 






























　文献検索に先立ち、医学大辞典 （土井 , 2006；
嶋田 , 2003；鈴木 , 2006；立松 , 2012；鳥羽 , 
2006；豊國 , 高橋 , 2014） や生理学の辞書 （植
村 , 2005） を検索した。文献データベースは
CINAHL、MEDLINE、医学中央雑誌を用いて最
大検索範囲で 2018 年までの期間の検索を行っ

























一般に下腿で認められる （土井 , 2006）、体位に
よって浮腫が移動する （佐藤ら , 2016）、時間の
経過によって浮腫の程度が変化する （坂東 , 草
地 , 櫻井 , 2015; 北村 , 白井 , 佐々木 , 2012; 北
村 , 白井 , 2014）、長期療養施設入所高齢者で
は浮腫は有意に進行し、さらに下肢には NPE が
出現した （佐藤ら , 2016）、足背をのぞく下腿遠
位－足部において浮腫の範囲は拡大した （佐藤
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による下肢浮腫は生活指導で改善する可能性が
ある （深沢ら , 2013）、高齢者における足浴・マッ
サージによる浮腫軽減の効果の実験では、マッ
















ことが示唆された （藤田ら , 2009）、車椅子座位
姿勢からの一側下肢拳上は静脈血うっ滞を軽減
し、浮腫やDVT予防になることが示唆された （森


























































































に留意する必要がある （深沢ら , 2013）、介護
療養型医療施設入院の車椅子に座りきりの患者
は下肢浮腫の発生割合が多い （黒田 , 栗木 , 木
戸 , 馬場 , 長谷川 , 2006）、老人保健施設の車
椅子座りきり利用者の 75％に下肢浮腫が認め
られた （大矢 , 2001）、車椅子を使用する高齢
者のリスクに下肢浮腫が挙げられた （外村 , 白
井 , 2013）、下腿慢性浮腫高齢者のうち 12.5％
に ADL の低下が観察され、ADL 低下した高齢
者は両足背に強い浮腫を生じており、BMI が高



















する （坂東ら , 2015）、動けない患者の下肢浮腫
の 51％で進行性慢性静脈不全を示す症状があっ




へとつながる （小野 , 原 , 沖中 , 2010; 静野 , 乗
松 , 岩田 , 2005）、下肢浮腫は足関節の可動を








（DVT）を起こす （藤田ら , 2009: 森 , 野崎 , 藤







ている高齢者が増加した （北村ら , 2014）、下肢
浮腫の自覚の有無に関わらず、下肢浮腫予防運







常生活行動が制限されるようになる （佐藤ら , 
2016）、下肢浮腫は足関節の可動を制限して転
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